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論文内容の要旨
コンパクトリーマン多様体上の Laplacianのスペクトルについては幾何学的性質との関係において
多くの研究がなされている。しかしながら個々の特別なリーマン多様体についてそれらがスペクトル
により決定されるかどうかについては低次元の場合に少しの例が知られているのみである。
本論文において次の問題を取り扱った。 r正定曲率 1 をもっ 2 つのリーマン多様体がisospectral
ならばそれらは isometric になるか ?J
3 次元レンズ空間の場合には，田中，池田，山本によりこの問題は肯定的に解決されている。その際
に参考論文においてレンズ空間のスペクトルに付随した母関数を定義した。これがこの問題の解決へ
の重要な役割を果した。本論文では更に一般の正定曲率リーマン多様体の場合に対してスペクトルに
付随した母関数を定義した。そして母関数の性質を基本群との関係において詳しく調べた。ここで得
られた母関数の性質と Threlfall- Seifert による 3 次元正定曲率リーマン多様体の分類を用いること
により，本論文の主定理である 3 次元正定曲率リーマン多様体に関する上述の問題の肯定的結論を得
た。このことより 3 次元正定曲率リーマン多様体がそのスペクトルによりリーマン多様体として決定
されることがわかる。本論文では更に Wolf の等質正定曲率リーマン多様体の分類とそれらの母関数
の性質を調べることにより，等質正定曲率リーマン多様体の族に対しでも上述の問題の肯定的結論を
得た。
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輸文の審査結果の要旨
コンパクトリーマン多様体上の関数に働くラプラシアンのスペクトルについては，そのリーマン多
様体の幾何学的構造との関係において，多くの研究がなされている。特に，どのような場合に，スペ
クトルによって，リーマン多様体の構造が決定されるかどうかは重要な問題の 1 つで、ある。
本論文では， “正定曲率 1 をもっ 2 つのリーマン多様体が同じスペクトルをもつならば，それらは
isometric になるか?"という問題に取り組み， 3 次元の場合に肯定的解決を与えた。この問題は多
様体の次元が 3 で，基本群がアーベル群の場合に著者等により解決されていた。
コンパクトな正定曲率リーマン多様体は有限基本群をもち，その普遍被覆空間は球面である。本論
文では，正定曲率リーマン多様体に対し，そのスペクトルに関する母関数なる概念を定義し，この母
関数の性質をその基本群との関係において詳しく調べた。こうした結果と， Seifert-Threlfall によ
る 3 次元定曲率リーマン多様体の分類を用い， 3 次元正定曲率リーマン多様体においては，スペクト
ルによって，リーマン多様体の構造が決定されることを示した。又，一般次元の場合も，正定曲率リ
ーマン多様体が等質ならば，上述の問題が肯定的に解決されることを示している。
以上のように，本論文の結果は，リーマン多様体のスペクトルの問題に大きく寄与するものであり，
その証明手段も興味深いものであって，理学博士の学位論文としで十分価値あるものと認める。
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